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Abstract
This study sought to clarify current trends by grasping the current state of career education 
centered on “internships” in Japan.  In particular, by organizing and analyzing “internship as a 
credit-certified subject” and “private internship”, the characteristics, commonalities, and 
differences between the two were clarified. In both cases, the participation period is concentrated 
on the summer and spring holidays, but the implementation period of “credit-certified subjects” 
is from one week to just under a month, while “internship by private survey” is usually from 
half a day to one day.  Long-term internships of more than two months are not common in 
Japan.  In practice, the students participate in each type of internship according to their purpose 
and time available.
In addition, I attempted to understand the situation of tourism-related practical education 
through the case study of this paper, “Komazawa Women's University, Practical Education in 
Tourism Cultures”.  Recent changes, points for improvement and future issues have been 
clarified after the restructuring of the university departments.  With the implementation of the 
restructuring, we have begun to deepen and diversify tourism-related practical subjects, and we 
have encouraged enrolled students to more proactively participate in the internships, and some 
results of this have been seen.  In particular, improvement of problems exposed in the process of 
conducting tourism-related practical training was commendable, such as “improvement of the 
shortage of teachers”, “improvement of requests regarding the aviation/airport industry”, 
“improvement of discontinuity of overseas practical subjects”.
However, we still have the issue of “introducing a long-term internship”.  In addition, there 
are still issues that must be explored by constantly balancing the “ideal means of practical 
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education under the influence of COVID-19” with the social situation.  Furthermore, unless 
Japanese tourism-related companies and tourism-related universities hold discussions and 
establish a system for employing students after graduation, there will not be a fundamental 
solution to the “mismatch” between the needs of the university's tourism education and the real 




















































































































































いて」によると、大学（780 校【学部 754 校・
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2014夏期 実習 2014春期 実習 2015夏期 実習 2015春期 実習 2016夏期 実習 2016春期 実習 2017夏期 実習 2017春期 実習 2018夏期 実習 2018春期 実習 2019夏期 実習 2019春期 実習 2020夏期 実習 2020春期 実習
期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数 期間 人数
帝国ホテル 8/31～9/11 1 2/9～2/26 2 9/1～9/16 2 2/20～3/18 1 8/7～9/1 1 8/6～8/26 3 8/6～8/27 2
京王プラザホテル　新宿 8/7～9/5 1 8/6～8/26 1 3/4～3/30 2 8/5～9/1 1 3/3～3/18 1 8/8～9/11 1
京王プラザホテル　多摩 8/8～8/22 1 9/5～9/17 2
浦安ブライトンホテル
ホテル椿山荘東京 8/4～8/22 1
横浜ベイホテル東急 8/25～9/7 2 3/2～3/15 1 3/1～3/14 1
3/16～3/29 1
ホテルモリノ 2/16～3/6 2 8/15～9/4 2 8/14～9/8 1 3/5～3/25 1 8/26～9/9 2
インターコンチホテル 8/18～9/7 1
シャングリ・ラ ホテル 東京 8/6～9/14 1
Hotel MONday 豊洲 8/17～9/7 1 2/5～2/29 2
ホテル（ハウステンボス） 26
株式会社JTB 8/11～22 8 8/17・18 3 8/30～9/3 4 8/29～31 4 8/26～8/30 3
2班に分割 8/28～ 9/903 ～10
JTB湯河原　地域交流 8/6～8/20 3
近畿日本ツーリスト 2/13～2/19 1 2/12～2/18 1 2/13～2/17 1
小田急トラベル 2/16～2/20 1 2/15～2/19 1
京王観光　八王子 8/3～8/7 1 8/8～8/12 1 8/19～8/23 1
日本旅行 9/9　～9/28 1 9/7～9/10 3
9/25～9/27
株式会社エイチ・アイ・エス 2/7～3/18 2 8/7～9/17 1 3/2～3/24 1 8/6～9/6 2 3月、21日間 1 8/6～9/9 3 2/24～3/31 1 21
野村證券　 8/11～8/15 2 8/10～8/14 4 8/15～8/19 3 8/14～8/18 2 8/6～8/10 3 8/12～8/16 3
東京都民銀行　稲城支店 8/4～8/8 3
稲城市役所 8/13～8/26 1 8/12～8/25 1 8/17～8/30 1
山梨県庁 8/26～8/30 1 8/24～8/29 1
富士屋ホテル 9/9～9/19 1 2/24～3/16 2 9/3～9/17 1 2/24～3/16 3 9/5～9/16 2 2/10～3/3 2
アイランドホテル　那須 8/3～9/1 2 8/5～8/31 1 2/22～3/13 1
宮古島シギラリゾート 8/3～9/2 2 2/28～3/30 2 8/10～9/9 2 2/15～3/15 2
ブライダルプロデュース 8月・9月 2 2月・3月 1 2/6～3/15 4 8/6～9/19 1 2/～3/19 1 2/～3/19 4 7月末～9月中旬 2 2月末～3月下旬 1 7月末～9月中旬 2 2月・3月 2
日祭/日/土日祭/日/土日祭/日/土日祭/日/土 土/日/祭日 土/日/祭日 土/日/祭日 土/日/祭日
ハウステンボス 8/20～9/2 2 9/3～9/16 3 2/6～2/19 4 4
読売エイジェンシー 2/8～2/15 1 8/22～9/2 1 2/13～2/17 2 8/28～9/1 1
㈱ブルズアイコーポレーション 8/3～8/7 1 3/７～3/11 1 2/18-2/22 1
㈱ライセンスアカデミー 2/18-2/22 2 8/7、8、21～23 1
日刊ゲンダイ 2/3～2/7 2
電通（広告） 13
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る 長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 割 合 は わ ず か
「0.3％」である。それに比べ、欧米のインター
ンシップ期間が一学期から１年間程度であるこ
とと大きな相違を見せている。
　各国の社会システム、企業文化などが異なる写真３　「国内旅行研修」航空会社での研修
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ため、単純に比較することは難しいが、日本に
おける観光系大学の「在学時の専門教育」と「卒
業後の職業」とのミスマッチを解決するには、
この長期インターンシップは大きな役割となり
うる可能性が高い。何故ならば、就職後、短期
間で高い離職率を見せている「観光産業」に、
長期インターンシップに参加することで、学生
が業務環境をよく理解して就職判断するため、
早期離職が抑制できるからである。
　観光庁資料によると、わずかではあるが、「東
洋大学」、「明海大学」、「熊本学園大学」などの
大学が長期インターンシップを実施している。
大学側が長期インターンシップを行うことにあ
たり、共通して行う施策がある。長期間の期間
であるため「教員と参加学生が常に連絡を取り
合える体制づくり」や「学生と企業の丁寧なマッ
チングプロセス構築」、「研修期間中のリスク・
トラブル管理体制の確保」などを取り入れてい
る。また、無給参加ではなく、給料が発生する
有給制度にすることで、制度の持続性を保って
いる。
　現時点まで駒沢女子大学の観光文化学類で、
「長期インターンシップ」は単位認定科目とし
て「カリキュラム」に取り組んでいない状況で
ある。しかし、上記のような理由から至急導入
をする必要性がある。国内・海外の企業を対象
に長期インターンシップの実習先として開拓を
すると共に、新しいカリキュラムの一部分とし
て文部科学省に申請を行うことを提案したい。
特に６か月の長期海外留学に「インターンシッ
プ」を組み合わせ、「単位履修」と「現場体験」
が可能な体制づくりを目指したい。
Ⅳ - ６．アンケート調査とその結果
　観光系実務教育に関する学生の受け止めにつ
いて2020年７月と９月～ 10月まで、「国際文化
学科、観光文化コースの卒業年次生」と「観光
文化学類の３年次」を対象にアンケート調査を
行った。
　詳細の内容については、「国際文化学科（全
体人数：114名）」の観光文化コース」に所属し
ている58名の学生を対象にアンケート調査を行
い、33名の回答を得られた。
　まず、単位認定科目の「インターンシップ」
の参加可否、参加期間、参加した感想について
質問した。その結果、「単位認定科目としての
インターンシップ」の参加可否について、不参
加が17名（53.1％）に対して、参加回数の１回
が７名（21.9％）、２回が６名（18.8％）、３回
以上が２名（6.3％）であった。実施期間は１
週間（実質５日間）が４名（26.7％）、１週間
～２週間以内が同じく４名（26.7％）、２週間
～１か月が10名（66.7％）で比較的に中期間イ
ンターンシップの割合が高かった。参加した学
生からは感想として「日々の業務に携わらせて
もらったり、営業同行させて頂けたため、働く
ことへのイメージが出来た」、「インターンシッ
プの経験を面接の時に話せたため、他の学生と
差をつけられた」、「その職種を詳しく知ること
ができ、環境を肌で感じることができ、有意義
な時間だった」など肯定的意見が多かった。一
方で「自分が本当に興味を持っていることでは
ないと分かり、就活で役立てた」の意見のよう
に学生自身と観光系の仕事が合わないと気づき、
別の産業へ就職を決める契機にもなったケース
もある。
　また、自ら探して参加した「インターンシッ
プ」の参加可否、参加期間、感想を調査した。
その結果、学生本人がインターネット検索など
で参加する「インターンシップ」には、24名
（75％）が不参加、８名（25％）が参加しており、
日本の平均値より低い参加結果となったが、参
加した８名の中では３回～５回までの複数に参
加した学生も４名含まれ、積極的な参加形態が
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確認できる。
　期間に関しては、半日が２名（25％）、１日
が７名（87.5％）、２日～３日が２名（25％）
であり、全国の推移と同じ傾向であった。参加
学生の意見としては、主に「自分が行きたい会
社のインターンシップが学校の正規科目にはな
いため」という理由が多く、学生が積極的に行
動して参加するケースが比較的に多かった。
　一方、2020年度現在「観光文化学類」の最年
長学年である３年次にも「単位認定科目として
のインターンシップ」の参加関連アンケート調
査を実施した。このアンケート調査を分析する
と、「国際文化学科」にはなかった「観光文化
学類」の観光系実務教育に関する質的・量的変
化がみられる。
　３年次の全体学生の数は68名で、国内・海外
インターンシップに参加した学生は34人で、
50％に達している。「新型コロナ」の影響で、
2020年度夏季休暇期間では、実施することが出
来なかったにもかかわらず、２回までインター
ンシップを経験した学生が９名、１回のみが34
名、延べ人数で43名であった。「観光文化学類」
になって観光系実務教育が学生により浸透して
おり、関心の高さが伺える。
　また、３年次には「学修到達度自己評価＆資
格試験・外部試験受験状況」についても2020年
７月にアンケート調査を行った。その結果、22
名の学生が国家試験である「国内旅行業務取扱
管理者」に受験をして、３名の合格者を出した
（前年度時点、２年次に受験）。出願者と合格者
共に例年より増えた結果であった。2020年の受
験予定者は13名で、前回の不合格者19名中で、
再チャレンジするのは８名であり、42% となっ
ている。１回失敗しても継続して受験している
ことが伺える。そのほか「世界遺産検定」、「実
用英語技能検定」、「TOEIC」、「観光英語検定」、
「秘書検定」など実務関連資格試験にも多くの
学生が受験し、例年より多くの合格者を出して
いる。
　以上のように「アンケート調査とその結果」
からも「観光文化学類」での観光系実務科目の
深化及び多様化の成果が見られ、多くの学生が
積極的に「実務科目」に参加をすると共に「資
格試験」にも挑戦するなど学習成果が出ている。
Ⅴ．終わりに（まとめと考察）
　本研究は、日本における「インターンシップ」
を中心としたキャリア教育の現況を把握するこ
とで、その傾向を明らかにしようとした。特に
「単位認定科目としてのインターンシップ」と
「民間調査によるインターンシップ状況」を整
理して分析することで、それぞれの特性、共通
点、相違点が明らかにした。両方とも参加時期
は夏季・春季休暇に集中するものの、「単位認
定科目」は、実施期間が１週間～１ヶ月未満で
あるに対して「民間調査によるインターンシッ
プ」は半日、一日に集中している。２か月以上
の長期インターンシップに関しては、日本で活
性化されていない状況である。その中、インター
ンシップに参加する学生は、自分の目的と可処
分時間に合わせ、各種類のインターンシップに
参加している。
　また、本稿の事例研究である「駒沢女子大学、
観光文化学類の実務関連教育」を通し、観光系
実務教育の状況を把握しようとした。近年、「国
際文化学科」から学群・学類制度の「観光文化
学類」へ推移し、観光系実務科目の変化、改善
状況、今後の課題などが明らかになった。学群・
学類制度実施に伴い観光系実務科目の深化・多
様化に着手して、在籍している学生の積極的な
参加が見られ、一定の成果を収めている。さら
に観光系実習教育を遂行する過程で露出した問
題を改善した。「担当教員不足の改善」、「航空・
空港業界に関する要望の改善」、「海外実務科目
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の不継続性の改善」などは改善した成果として
挙げられる。
　しかし、「長期インターンシップ導入」の課
題は現時点でも残されている。また、「新型コ
ロナ影響下での実務教育の在り方」を常に社会
状況と合わせながら探求しなくてはいけない課
題が残されている。総合的に考えると、日本の
観光関連企業と観光系大学が協議を重ね、卒業
後の受け入れ体制を整備しない限り、大学の観
光教育と観光業界のニーズが合わない「ミス
マッチ」の根本的な解決にはならない。関連課
題はまだ残っており、今後も改善策を講じる予
定である。
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【注】
❶観光庁資料「観光関係人材育成のための産学
官連携関係政策」によると、平成19年度（2007）
には「観光関係学部卒業生の進路」として「観
光関係分野産業」の就職は約23％だった。しか
し、平成23年度（2011）３月に調べた同機関調
査では、直近３カ年分が12.2％になり、平成25
年度（2013）においても16.7％で、２割を超え
ない状況である。
❷2005年６月に発表された中教審の中間報告書
「新時代の大学院教育のなかで、産業界、地域
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社会と多様な社会部門と連携した人材養成機能
強化の具体的な取り組みとして、単位認定を前
提とした長期間の実践的なインターンシップの
実施が提言された。しかし、報告書のなかでは、
期間が詳細に明示されなかったものの、同年６
月に文部科学省から募集された「派遣型高度人
材育戒協同プラン」には事前・事後の教育を含
め３ヶ月という期間が示されている。こうした
事項も参考とし、「長期インターンシップ」と
は概ね２ヶ月以上の期間とする（田中2006）。
本稿では、田中の分類を採択した。

